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令和２年度の宮崎労働局は働き

方改革の推進による労働環境の整

備・生産性の向上等を図ります。

●改革による労働環境の整備、生

産性向上の推進

①改革に取り組む中小企業・小規

模事業者等に対する支援

みやざき働き方改革推進支援セ

ンターにおいて、長時間労働の是

正、同一労働同一賃金、生産性向

上による賃金引上げ、人材不足対

応について、相談対応やセミナー

開催によって企業を支援します。

②総合的なハラスメント対策推進

職場におけるハラスメント撲滅

のために改正法や指針の周知に努

めます。

③労働時間法制の見直しへの対応

事業主に対して法制度の周知を

図り、特に中小規模の事業場に寄

り添った、きめ細かな相談・支援

主な取り組み

令和２年度 宮崎労働局行政運営方針
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新型コロナ感染症の影響による

特別労働相談窓口

開設時間 8:30～17:15
（土日、祝祭日除く）

宮崎労働局では２月14日か

ら「新型コロナ感染症の影響

による特別労働相談窓口」を

開設しています。多くの事業

主や労働者の方から休業に関

する相談や雇用調整助成金に

ついての質問が寄せられてい

ます。県内の各労働基準監督

署、ハローワークでも相談を

行っており、3月23日時点で

計595件の相談がありました。

こうした中、3月12日に名田宮崎

労働局長は宮崎県社会保険労務士

会を訪問し、感染症対策に関する

厚生労働省の施策の周知について

協力を依頼しました。具体的には、

小学校休業等対応助成金の新設、雇

用調整助成金の特例措置の拡大等で

すが、そのほかに、労働基準監督署

等へ来庁せずに届出ができる電子申

請についても、社労士会のホームペー

ジや会員社労士を通じて周知を図っ

ていただくよう依頼し、同会からは

快く了解をいただきました。

今後、宮崎労働局は社労士会と連

携して情報を発信していきます。

宮崎労働局は、新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大防止のため、

３月16日に予定していた第２回宮

崎地方労働審議会を、従来の参集

方式に代えて、持ち回り方式によ

り実施しました。18名の委員へ令

和２年度宮崎労働局行政運営方針

（案）を送付し、意見を求めたと

ころ、「県内の働き方改革の取組

状況」「外国人労働者への支援策」

など計10件の意見が

寄せられました。回

答などをとりまとめ

た議事概要は作成次

第ＨＰで公表します。

宮崎県社会保険労務士会に要請
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を行います。

④長時間労働の是正

過重労働が行われているおそれ

のある事業場に対して適正な労働

時間管理及び健康管理に関する窓

口指導、監督指導等を徹底します。

⑤雇用形態に関わらない公正な待

遇の確保

パートタイム・有期雇用労働法、

改正労働者派遣法の周知を図り、

また、労働者が安心して相談でき

る窓口を設置します。

●高年齢者、就職氷河期世代、女

性等の多様な人材の活躍促進、人

材投資の強化

①多様な人材の活躍促進

外国人材の受入れの環境整備や

女性、障害者・高齢者、就職氷河

期世代に対して就職支援を強化し

ます。また若者の県外流出や早期

離職を防止するため、自治体や学

校などと連携し県内企業の魅力を

より多くの学生に伝えていきます。
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２月２５日、宮崎労働局は就職に

向けて支援を受けている障害者の

方や、求職中の障害者を対象に企

業訪問バスツアーを行いました。

これは障害者の方が実際に働いて

いる現場を見学することで、企業

で働くことへの具体的なイメージ

を持つこと、また企業がどのよう

な職業能力を求めているかを理解

することを目的としたものです。

当日は、県南7つ

の支援機関から１

９名の障害者と９

名の支援者が参

加し、豆腐製造

と養鰻の現場を

見学しました。

さらに３月４

日には、自己理

解をさらに深め

るため、バスツ

アー後に「自分のつよみを見つけ

よう」をテーマにしたワークも開

催し、10名が参加しました。参加

者からは「仕事をするために必要

なことがわかった」「自分にでき

そうかどうかがよくわかった」

「現場の雰囲気がよくわかった」

「働いてみたい」など今後の就職

に向けて意欲を新たにしていただ

きました。

県内企業の「働き方改革」を推

進するため、宮崎労働局は3月4日

に宮崎ガス株式会社（宮崎市）を

訪問し、河野取締役総務部長から

取組についてお話を伺いました。

同社では以前から年次有給休暇の

取得しやすい環境を整備し、高い

取得率となっているそうです。

また、毎週水曜日をノー残業デー

に設定し、定時退庁を促している

ということです。さらに、近年は

女性の採用が以前に比べて増えて

おり、現場監督などにも女性が就

く等、女性活躍推進にも今後取り

組んでいくということで、宮崎労

働局からは、更なる取組の推進を

お願いしました

都城労働基準監督署は、2月28

日、無災害記録証伝達式を執り行

いました。住友ゴム工業株式会社

宮崎工場（都城市）が500万時間無

災害を達成したことから厚生労働

省第1種無災害記録証を授与した

ものです。同工場は自動車タイヤ

などを製造しており、約1,500名の

労働者が勤務する事

業場で平成30年5月2

2日以降、無災害を継

続しています。

障害をお持ちの求職者ら28名参加
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住友ゴム工業（株）宮崎工場

宮崎労働局は、宮崎市の有限会

社ケアプロジェクトをプラチナく

るみん・くるみん認定し、３月２４

日認定通知書交付式を行いました。

５００万時間！

プラチナくるみんはくるみ

んよりも高い水準の要件を満

たす必要があり、宮崎労働局

で認定を行うのは２社目。

同社は、計画期間における

育休取得率が男性５０％、女

性１００％である等、１２項目

の特例認定基準を満たし認定

されました。

また、多様な働き方を選択

できるよう短時間正社員制度

を導入する等の取組も実施。

吉野副社長は、「妊娠したスタッ

フにおめでとうと言える環境を作

りたかった。また、育休取得後に

復帰したいと思える会社にしたかっ

たので、プラチナくるみんを取得

できて良かった。今後も取組を継

続したい。」と語られました。

今後も認定企業として、県内事

業所の範となる、さらなる躍進を

期待しています。

仕事と育児の両立支援に熱心に取り組む
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